
【取組内容④】 校内研修等の業務で『目指す授業の在り方』を体現

川崎市立南河原小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

目指す授業としての「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を
まずは校内授業研究会の研究協議で体現する。

１人１Jamboardで学んだことを一人一人がまとめ他者参照。最後に言語化する。

１つのJamboardにグループで付箋を出し合い、グループの考えをまとめる。これまで

実践

 情報の収集
話し合いや講師の助言を聞きながら付
箋を追加して情報収集していく。

 整理・分析
他の人の考えを他者参照しながら、考

えたことを整理・分析する。

 まとめ・表現
最後に自分の考えを文章でまとめ、表

現する。明日からの自分の実践にどう生
かすか、新たな課題を設定し、一人一人
が自分事として考えをまとめる。

グループで考えをまとめると経験の少ない先生は意見を出しにくいことがあった
けれど、１人１Jamboardだと自分で考えて表現しないといけないので、頭がフル回
転する。困ったときはベテランの先生のJamboardを参考にできるので勉強になる。

授業でも１人１Jamboardを活用している。実際に自分たちでやってみると、授業
でもっとこうやってみようというアイディアが湧いてくる。
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